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図 3:Freeenergyの自由
度依存性｡図中の数値は
N/Ntotの値.
る｡図3は､Freeenergyの自由度依存性である｡計算している自由度が小さくはあるが､
自由度が大きくなると共に､2次の係数が小さくなっている傾向が見られる｡
結果としては､計算するステップ数､自由度などが不足しているものの､
(A)臨界点におけるFteeenergyの2次の項は､自由度を上げれば小さくなる傾向がある､
(B)<M(i)>の運動は､長時間領域でベキ的な傾向を示す､
ことにより､力学的な結果が現象論の仮定を満たす傾向があることが分かった｡
今後の課選は､さらに詳しい計算による確認や結果のモデル依存性の調査などである｡
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